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成
人
病
の
予
防
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
日
ご
ろ
の

健
康
管
理
と
早
期
発
見
が
大
事
で
す
。
異
常
が
自
覚

さ
れ
な
く
て
も
、
定
期
的
に
年
一
回
は
健
康
診
断
を

受
け
た
い
も
の
。
も
し
異
常
が
見
つ
か
っ
て
も
、
し

っ
か
り
管
理
す
れ
ば
、
健
康
な
人
と
変
ら
な
い
生
活

が
で
き
ま
す
。
江
南
村
で
は
、
今
年
も
住
民
健
診
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
健
診
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日　　程　　表

午前9時30分～11時30分　午後1時～3時

月　　　日
午前

午後
字　　　名 会　場　名

8月15日（月）
午前

午後

三　　　本

成　沢　㈲
㈲小沢運送
会　議　所

8月16日（幻
午前

午後
上新　田
上　押　切

集　会　所
参宮記念館

8月17日㈹
午前

午後

須　賀　広

野　　　原

集落センター

集　会　所

8月18日㈱
午前

午後

御正新田qり

樋　春　南

生活改善センター

集　会　所

8月19日働
午前

午後

樋　春　北

下　押　切
集　会　所
集　会　所

8月20日（土）
午前

午後

板　　　井

　塩

農業研修センター

公　民　館

8月22日（月）
午前

午後

成　沢　仕）

御正新田〔D
坂上公民館
大坂集会所

8月23日（火）
午前

午後
小　江　川 農村センター

8月24日㈱
午前

午後
柴・千代
全　　　域

柴・千代集会所

母子健康センター

　
住
民
健
診
に
よ
せ
て

　
今
年
も
ま
た
、
健
康
診
断
を
受
け

る
時
期
が
間
も
な
く
や
っ
て
く
る
。

役
場
よ
り
希
望
、
意
見
等
を
書
い
て

欲
し
い
と
言
わ
れ
た
の
で
、
感
じ
た

　
　
樋
春
　
鈴
木
安
一

ま
ま
を
書
き
ま
す
。

　
私
は
五
十
一
年
三
月
国
鉄
を
や
め
、

そ
れ
以
来
村
で
行
う
健
診
を
毎
年
受

け
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
自
分
の
健

）
，
、
）

対

象

者

1
、
一
般
健
康
診
査
対
象
者

▽
四
十
歳
以
上
で
事
業
所
に
勤
務
し
て

　
い
な
い
方
全
員
（
医
者
で
治
療
を
受

　
け
て
い
る
方
は
除
く
）
。

ロ
健
診
項
目

　
　
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
身
長
・
体

　
重
測
定
、
健
康
相
談
等

2
、
結
核
健
康
診
査
対
象
者

▽
十
八
歳
以
上
で
学
校
の
生
徒
及
び
事

　
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人
を
除
き
全

　
員
。

■
健
診
項
目

　
　
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影

時

間

▽
午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

午
後
－
時
～
3
時

※
指
定
会
場
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方

　
は
他
の
会
場
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　問

合
せ
は
役
場
・
住
民
課
（
内
線
2
4
）

○
◎

もよう

康
は
自
分
で
守
る
も
の
で
あ
り

人
に
い
わ
れ
て
や
る
も
の
で
は
な

い
。
　
毎
朝
五
時
起
床
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

を
か
か
し
た
こ
と
が
な
い
。
距
離

は
往
復
で
四
㎞
と
少
し
。
ま
た
午

後
五
時
か
ら
は
、
ぶ
ら
さ
が
り
器

と
腹
筋
運
動
を
や
っ
て
い
る
。

　
家
族
は
親
子
三
代
が
い
っ
し
ょ

に
住
み
、
食
事
に
つ
い
て
も
気
を

つ
け
、
色
の
濃
い
野
菜
を
毎
日
食

べ
て
い
る
。
国
鉄
を
や
め
て
八
年

間
、
医
者
に
か
か
っ
た
こ
と
は
一

度
も
な
い
。
こ
れ
も
年
一
度
健
康

診
断
と
健
康
は
作
り
出
す
も
の
で

あ
る
事
を
肝
に
命
じ
、
す
こ
や
か

に
老
い
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
次

第
で
あ
る
。
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なたの善意を

見知らぬ人に

☆☆窟窟窟冒冒N

、嘉、嘉．☆諺義義☆、

舅
　
．

献血したことありますか？献血とは、血
羅
L
．
．
（

液を必要とする人が、いつでも安心して輸鑛
ρ

血が受けられるように、健康な人が、すす

んで血液を提供する行為です。血液の需要

は年々増え、供給される量はスヒスレ状態。

あなたの善意を、今血液を必要としている

鍵
．
調
纒

　
　
慧
灘
．
．
　
炉

鐵
熱露

、
灘
姦

、
鰭

弼
、
謬

巧
　
岡
師

人に贈ってみてはいかがでしょうか。

　
次
の
条
件
に
か
な
う
人
な
ら
、
ど
な

た
で
も
献
血
で
き
ま
す
。

　
▼
年
齢
満
十
六
歳
以
上
六
十
五
歳
未

　
満
で
あ
る
こ
と
。

　
▼
体
重
が
男
性
の
場
合
四
五
㎏
、
女

　
性
の
場
合
四
〇
㎏
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
▼
前
回
の
採
血
か
ら
一
ヵ
月
以
上
経

　
過
し
て
い
る
こ
と
。

　
▼
過
去
六
ヵ
月
以
内
に
妊
娠
し
て
い

　
な
い
こ
と
。

　
▼
献
血
前
の
検
診
で
、
医
師
が
健
康

　
と
認
め
る
こ
と
。

簾
麓響も

　
献
血
前
に
は
、
お
医
者
さ
ん
が
健
康

状
態
を
調
べ
、
適
当
と
認
め
ら
れ
た
方

が
献
血
で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
献
血

で
き
る
こ
と
は
、
あ
な
た
が
健
康
で
あ

る
こ
と
の
一
つ
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
「
’
　
　
　
～

　
　
　
　
　
や

　
　
　
　
　
、
、
巴

　
。
鹿
　
脚

　
、
●
軸

㈱

　
ま
た
、
検
査
サ
！
ビ
ス
と
し
て
、
献

血
さ
れ
た
血
液
の
生
化
学
的
検
査
を
行

／へ

’〆～、

い
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
タ
ン
パ
ク
な

ど
六
項
目
に
つ
い
て
、
本
人
あ
て
に
結

果
を
通
知
し
て
く
れ
ま
す
。

　
献
血
は
自
分
自
身
の
健
康
状
態
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
一
回
の
献
血
量
は
二
〇
〇
㏄
、
牛
乳

び
ん
約
一
本
分
で
す
。
こ
の
二
〇
〇
㏄

と
い
う
の
は
、
さ
ほ
ど
多
い
量
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
回
の
献
血
量
は
、
ア
メ

リ
カ
で
普
通
四
五
〇
㏄
、
お
隣
り
の
韓

国
で
は
三
二
〇
㏄
で
す
。

　
献
血
後
は
、
二
ー
三
時
間
で
血
液
量

が
回
復
し
、
血
液
成
分
の
う
ち
で
最
も

回
復
の
遅
い
赤
血
球
で
も
、
四
週
間
ぐ

ら
い
で
元
の
数
に
も
ど
り
ま
す
。

血
轟
鱗
響
要

　
献
血
さ
れ
た
血
液
は
、
赤
血
球
、
白

血
球
、
血
小
板
な
ど
成
分
ご
と
に
分
け
、

患
者
さ
ん
が
必
要
と
し
て
い
る
成
分
ご

と
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
採
血
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
使
う
の

で
は
、
一
人
の
生
命
し
か
救
え
ま
せ
ん

が
、
こ
の
方
法
だ
と
二
～
三
人
の
患
者

さ
ん
の
生
命
を
救
う
こ
と
も
で
き
る
の

で
す
。

　
し
か
し
欠
点
も
あ
り
ま
す
。
成
分
別

に
分
け
て
し
ま
う
と
、
血
小
板
な
ど
は

六
時
間
し
か
保
存
で
き
ま
せ
ん
。
従
っ

て
毎
日
毎
日
必
要
と
す
る
輸
血
用
の
血

液
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

で
す
。

昭和57年度江南村献血実績
　　　　　　　　（ゼリアのみ56年度）

（事業所・諸団体）

　ヂーゼル機器…………・……・・…153人

　片山鉄工所……・・一…一・・……108人

　小原療養所………………………31人
　ゼリア新薬……r・……・…・・…一55人

　兼立電工………………・・……一38人
（一般）

　母子センター…………・……り…・51人

◎今後の献血予定

■と　き　12月14日㈹

　　　　　午後1時～3時
■ところ　母子センター

熊谷血液センターオープン！

■ところ
　熊谷市大字奈良新田字切新田398－1
　費25－1330（代）

■献血受付時間

　平日／午前9時～午後4時
　土曜／午前9時～正午
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江南村

生徒指導対策委員会

●青少年の健全育成を願って●

青
少
年
の
非
行
化
は
依
然
と
し
て
後

を
絶
た
ず
、
深
刻
な
社
会
問
題
の
様
相

を
深
め
て
い
ま
す
。

本
村
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
人
問
性

豊
か
な
成
長
を
願
づ
て
「
生
徒
指
導
対

策
委
員
会
」
を
結
成
、
発
足
し
、
活
動

を
始
め
て
二
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

各
委
員
は
、
地
区
内
補
導
、
情
報
交

換
、
連
絡
等
、
非
行
等
に
対
し
て
適
切
な
『

対
応
措
置
を
と
る
な
ど
幅
広
い
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
新
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

各
地
域
の
皆
さ
ん
、
気
軽
に
、
十
分

ご
活
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

生徒指導対策委員会連絡網

順不動）
◎　印一地区代表

氏　　　名 地　　　　域 電　　話

上　杉　　　正 千代600 36－1900
秋場　幸　子 〃425－1 〃　0530
佐　藤　武　夫 〃205－13 〃　34’51

今　井　は　る 〃　104 〃　1683
飯　野　忠　男 〃64－24 〃　2485

◎

1858
1637

〃

〃

　吉　田　芳　江　須賀広25i

◎吉沢朝光小江川2203

水　野　光　好 野原835 〃　2365
笠　原　　　満 〃74 〃　　1519
関　口　正　典 〃623 〃　0421
斉　藤　道・夫 〃794－1 〃　　1075

◎

小江川（東）

福　田　哲雄 小江川1317 〃　　1650
今　井　忠　茂 〃　884 〃　2427
岡　部　秀　子 〃　871 〃　0772

◎

小江川（西）

小　林　正　己 小江川1963 〃　　1066
寺　山　ト　モ 〃　1781 〃　　1980
佐　藤　俊　郎 〃　1865－1 〃　5336
橋本　寿夫 〃　2159 〃　　2194
駒　井　健　次 〃　2091－4 〃　3110

◎

氏　　　名 地　　　　域 電　　話

宇治川　正　忠 板井704 36－2240
小　沢　八　郎 〃679 〃　　2261
吉　野　幸　男 〃530 〃　　2047

）
） ◎

成沢（上）

0931〃◎1柴

3284
0824

〃

〃

◎　増　田　秀　夫　塩365

　飯島清子〃5

水　野　辰　三 成沢1058 〃　3895
山　崎　隆　夫 〃　II25 〃　　0386
舟　橋　広　之 押切2527－9 〃　3804
千　野　達　男 〃2569－4 〃　　0996

◎

4891
2662

〃

〃

　　　　　成沢（下）
佐々木　猛　治　成沢500

萩原貞明〃619◎

志　村　　　正 三本1850 〃　0350
塚　田　永　憲 〃2012 〃　0681
長谷川　七　郎 〃684 〃　0707
長谷川　高　雄 〃　1896 〃　2180

◎

3958
1009

〃

〃

　　　　　押切（上）
◎松本誉子押切753
　笠原法正〃795－1
　　　　　押切（下）
持　田　包　雄 押切145－1 〃　　1574
大　島　　　清 〃370 〃　2373
持　田　知　丈 〃325 〃　　1928

◎

新　井　武　寿 上新田10i－1 〃　0728
福　田　房　子 〃　256 〃　　1690
柴　田『四　郎 〃　183－1 〃　　2455

）
）

◎

樋春（南）

向　井　信　哉 南　　小 81－5779
金　子　正　信 〃 84－0899
木　部　殖　夫 北　　小 81－0909
嶋　野　義　智 江南中 32－4338
田　中　裕　作 〃 32－3358

持　田　一　芳 樋春331 〃　2604
滝　田　稔　夫 〃337 〃　2014
高　田　利　正 〃319－3 〃　3561

◎

3422
2428

〃

〃

　　　　　樋春（北）
◎　小　島　敏　男　樋春975

　馬場光代〃1207
　　　　御正新田（坂上）

南　　　　　小 36－1305
北　　　　　小 36－1389
江　　　　　中 36－i335
教育委員会 36－5468

栃　沢　り　う 御正新田iII4－1 〃　3919
橋　本　義　謄 〃　　H42 〃　0128
折　川　高　一 〃　　1067－2 〃　2655

◎

御正新田（坂下）

橋　本　安　行 御正新田234 〃　2197
橋　本　イ　ク 〃　　199 〃　2052◎
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経
営
移
譲
の
手
続
と
実
際

　
経
営
移
譲
の
手
続
（
農
地

法
第
三
条
の
許
可
申
請
等
）

は
農
業
委
員
会
事
務
局
で
受

付
け
て
い
ま
す
。
次
の
手
順

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
自
作
地
は
、
資
産
税
（
名
寄
）
台
帳

で
、
小
作
地
の
あ
る
人
は
、
小
作
契
約

書
等
で
確
認
し
て
、
処
分
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
農
地
の
す
べ
て
を
把
握
し
て

く
だ
さ
い
。

②
騒
巌
盤
欝
募

　
自
作
地
は
、
農
地
法
第
三
条
に
よ
り

所
有
権
を
移
転
す
る
か
、
使
用
収
益
権

を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
小
作
地
、

農
地
法
第
三
条
に
よ
り
賃
貸
借
権
を
移

転
す
る
か
、
農
地
法
第
二
十
条
に
よ
り

合
意
解
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
地
法
の
許
可
申
請
の
手
続
は
、
毎

月
十
五
日
が
締
切
り
日
で
す
か
ら
、
六

十
歳
に
な
る
日
の
前
月
の
十
五
日
ま
で

に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
村
外
の
農
地
を
所
有
し
て

い
る
人
は
遅
く
と
も
六
十
歳
に
な
る
三

ヵ
月
位
前
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町

村
農
業
委
員
会
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。　

別
表
を
参
照
の
う
え
、
添
付
書
類
を

そ
ろ
え
て
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
申
請

手続に必要な書類一覧表

　　　　　　し八四調査に集
　　　　　　さご協力を！ハ
　o
　　　許ρ　！・〈～、＾｝し　，
嶺剛嘲“幽紹‘噛一　　z・“1櫛

　＼ノτ～、一　　　、
　　ン　ラ　　　　，”

　バ
　的”一、再ご罵マ

　
今
年
も
、
農
地
法
第
八
十
四
条
に
基

づ
き
、
農
地
の
小
作
地
の
所
有
状
況
調

必　要　書　類 必　要　数 備　　　　　考

資産税（名寄） 税務課で台帳コピー（本人に限る）

1　枚
台　帳　の　写 1枚　100円

農地法第3条 農地委員会事務局で1組　100円

1　組
申　請　用　紙 （小作地を処分する場合2組必要）

処分する農地の

土地登記簿謄本
1　通

法務局で1通350円

仮登記又は低当権設定されている場

（自作、小作地） （筆ごとに）
合は、抹消後の謄本。

やむをえず抹消できない場合は承諾

書が必要

印かん証明 1　通 住民課で1通　！00円（渡人）

住　　民　　票 1　通 住民課で1通　100円（受人）

小作地を処分する 農業委員会事務局で無料

場合は地主の同意 1　通
書

小作地を地主に返 農業委員会事務局で無料

す場合は、農地法 1　通 20条届出には、小作契約書が必要

第20条届出用紙

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
八
月
一
日
現
在
の
村

内
の
全
農
家
を
対
象
に
行
い
、
農
地
の

貸
借
関
係
を
把
握
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
調
査
結
果
は
九
月
一
日
か
ら
三
十

空中防除
　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
、
今
年
二
回

目
の
病
害
虫
防
除
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き

　
8
月
1
9
日
（
金
）
午
前
4
時
3
0
分
か

　
ら
1
0
時
ご
ろ
ま
で

■
散
布
区
域

　
　
村
内
全
域
の
水
田

●
　
　
　
　
　
　
ご
注
意
を

日
ま
で
、
農
業
委
員
会
事
務
局
で
縦
覧

に
供
し
ま
す
。
大
切
な
調
査
で
す
の
で
、

も
れ
な
く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
3
1
）

O
　
今
回
の
防
除
は
い
も
ち
病
、
ニ
カ

　
メ
イ
虫
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
、
ウ

　
ン
カ
類
等
を
目
的
に
、
農
薬
を
十
ア

　
ー
ル
当
り
三
¢
散
布
し
ま
す
。

O
　
養
蚕
、
家
畜
、
飼
料
、
人
体
の
肌

　
に
ふ
れ
る
も
の
、
口
に
す
る
も
の
は

　
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
補
正
の
た
め
一
旦
終
了
し
て
．

　
も
、
再
度
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
来
す

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
　
養
魚
池
等
は
、
散
布
中
常
時
清
水

　
を
補
給
し
、
浮
遊
し
た
農
薬
を
流
し

　
去
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
　
農
薬
は
低
毒
性
の
も
の
を
使
用
し

　
ま
す
の
で
、
故
意
に
浴
び
な
い
限
り

　
人
体
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
ま
た
、
付
着
し
た
物
を
食
べ
た
り
、

　
大
量
に
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る

　
と
と
も
に
、
井
戸
、
水
道
の
蛇
口
、

　
食
器
、
ふ
と
ん
、
洗
た
く
物
等
は
散

　
布
中
汚
染
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
。

○
　
晩
秋
蚕
の
採
桑
は
、
で
き
る
だ
け

　
散
布
水
田
か
ら
離
れ
た
桑
園
よ
り
採

　
桑
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
　
役
場
産
業
課
（
内
線
3
0
）
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が
う
歳
競

70齢年均平
　
汗
ば
む
ほ
ど
の
好
天
の
中
、
江
南
村

老
人
ク
ラ
ブ
春
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
、
五
月
十
日
千
代
グ
ラ
ン
♪
で
開
催

ざ
れ
ま
し
た
．

　
お
年
寄
び
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
熱
は
大

変
な
も
の
で
、
，
村
内
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
楽
し
む
お
年
寄
り
の
姿
が
見
ら
れ
な

い
日
は
な
い
ほ
ど
で
す
。
こ
う
し
た
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
ブ
ー
ム
の
中
で
、
今
大
会

に
は
三
十
一
チ
ー
ム
、
平
均
年
齢
七
十

歳
、
二
百
五
十
人
余
り
の
選
手
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
試
合
は
開
会
式
に
引
き
続
き
、
四
つ

の
コ
ー
ト
に
分
れ
、
歓
声
、
笑
い
声
、

あ
る
い
は
タ
メ
息
の
中
で
に
ぎ
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
．

）

、

）

ボールの行き先に一喜一

　
優
勝
は
三
本
C
ク
ラ
ブ
、
準
優
勝
、

成
沢
第
一
、
三
位
は
野
原
A
と
い
う
結

果
で
し
た
．

詰
将
棋

　
出
題
　
五
段
　
有
野
　
芳
人

●
ヒ
ン
ト
…
…
玉
は
元
の
位
置
1

　
一
で
詰
み
ま
す
。

　
　
　
先
手
　
　
持
駒
銀
銀

　
一
二
三
四
五
六
七

123456
王

角 歩 皐

善

桂

9（

饗繕　’一曾ゆ
雲の形で

　話をつくろう、

騒野原などに寝ころがり、空を見てみ
ょう．小さな雲、大きな雲、ゆっくり、　㌧じし㌧

見ていると、いろいろなものに見えて　照鰍～欝、鱗騰

きませんか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　日ゾウのかっこうをした雲。アンバン

嬉懸O、，，の鷺曇器麟儀

　　ノー羅謬’　　｛　聾　　　　くリ、友達に話してやろう。どんな面

　　　　・凸留　　　　　　　』　　臼い話がてきるかな？

道
路
を
守
る
月
間

　
　
　
　
8
月
1
日
～
斜
日

　
8
月
1
日
～
3
1
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間

は
「
道
路
を
守
る
月
間
」
で
す
。

　
道
路
交
通
の
著
し
い
発
達
に
伴
い
、

現
在
は
道
路
環
境
の
整
備
に
大
き
な
関

　
　
　
）
　
）

心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
道
路
に
隣
接
す
る
樹
木
の
枝
が
道
路

区
域
内
に
張
り
出
し
、
通
行
の
妨
げ
と

な
っ
た
り
、
道
路
標
識
や
信
号
機
等
が

見
に
く
く
な
っ
て
い
る
場
所
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
そ
ん
な
場
所
が
あ
っ
た
ら

樹
木
所
有
者
の
方
は
、
通
行
の
邪
魔
に

な
ら
な
い
よ
う
に
枝
の
切
り
落
し
等
を
－

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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県
内
各
地
で
大
規
模
な

面
積
に
及
ぶ
発
掘
調
査
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
と
同
時
に
、
貴
重
な
埋
蔵
文

化
財
の
発
見
が
あ
い
つ
い
で
新
聞
・
テ

レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
工
場
建
設
や
水
田
整
備
な
ど
の
開

発
が
多
く
、
大
規
模
に
な
っ
て
い
る
た

め
で
す
。

　
埋
蔵
文
化
財
は
、
昔
の
人
々
が
生
活

の
中
で
残
し
た
遺
跡
の
こ
と
で
す
。
遺

跡
に
は
、
遺
構
と
遺
物
と
自
然
環
境
が

切
り
離
せ
ま
せ
ん
。
遺
構
と
は
家
、
堀

の
よ
う
に
土
地
に
き
ざ
み
こ
ま
れ
た
工

築
物
の
跡
で
す
。
遺
物
と
は
、
土
器
や

石
器
の
よ
う
に
生
活
習
慣
を
表
わ
す
道

具
の
中
で
、
朽
ち
果
て
ず
に
残
っ
た
も

の
を
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
調
べ
る
方
法
が
発
掘
調
査

で
、
考
古
学
は
裏
付
け
と
な
る
学
問
と

い
う
わ
け
で
す
。
取
り
扱
う
時
代
は
次

の
よ
う
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

鑑　埋蔵文化財を
でい

棄　　守る

　
　
（
、
（

史
旧
石
器
時
代

院
縄
文
時
代

㈲
弥
生
時
代

慷
古
墳
時
代

㈹
奈
良
時
代

佑
平
安
時
代

　
鎌
倉
時
代

　世
南
北
朝
時
代

中
室
町
時
代

　
戦
国
時
代

樹近
江
戸
時
代

　
　
（
現
代
）

皆
さ
ん
は
、

一
万
年
前

二
千
年
前

一
千
年
前

四
百
年
前

百
年
前

　
　
　
　
　
　
こ
の
中
で
先
史
・
原
始

と
呼
ば
れ
て
い
る
時
代
ま
で
を
、
考
古

学
の
対
象
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
文
字
に
書
か
れ
た
記

録
の
残
る
奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま

で
も
、
考
古
学
の
対
象
に
含
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
す

べ
て
の
時
代
に
わ
た
っ
て
遺
跡
が
残
さ

れ
て
お
り
、
記
録
で
は
知
る
こ
と
の
で

き
な
い
歴
史
を
、
遺
構
や
遺
物
を
研
究

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
記
録
な
ど
の
文

献
と
同
様
に
、
重
要
な
資
料
な
の
で
す
。

　
遺
跡
は
、
私
た
ち
の
生
活
し
て
い
る

場
所
の
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
奈
良
県
明
日
香
村
の

よ
う
に
、
村
全
体
が
遺
跡
と
い
う
場
所

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
遺
跡
を
す
べ
て
現
状
の
ま

ま
保
存
す
る
こ
と
は
、
大
変
困
難
な
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
、
ど
う
し
て
も
壊

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
発

掘
調
査
を
行
う
方
法
を
採
っ
て
い
る
の

で
す
。

　
江
南
村
で
も
、
こ
こ
一
～
二
年
の
間

に
実
施
し
た
発
掘
調
査
は
、
す
べ
て
、

な
く
な
っ
て
し
ま
う
遺
跡
の
記
録
を
残

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
で
は
考
古
学
上
の
重

要
な
発
見
が
あ
り
、
江
南
村
及
び
周
辺

の
郷
土
の
先
史
・
原
始
・
古
代
の
歴
史

解
明
に
、
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

発掘作業のようす

　
開
発
の
種
類
に
よ
づ
て
は
、
遺
跡
全

体
が
事
業
予
定
地
内
に
す
っ
ぽ
り
と
入

っ
て
し
ま
う
場
合
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

（
　
（

こ
の
よ
う
な
場
合
、
事
業
と
文
化
財
の

関
係
が
常
に
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
文
化
財
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
事
業
を
開
始
す
る
数
年
前
か

ら
十
分
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
江
南
村
で
も
開
発
事
業
は
多
く
、
公

共
に
か
か
わ
る
も
の
だ
け
で
も
、
農
村

総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
の
事
業
が
着
手
さ
れ
て
お
り
、

昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
ば
、
そ
の
た
め

の
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
調
査
を
見
学
さ

れ
、
身
近
に
残
さ
れ
た
私
た
ち
の
遠
い

祖
先
の
生
活
の
あ
か
し
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
遺
跡
ば
ざ
ま
ざ
ま
な
場
所

に
残
さ
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
水
田
整

備
、
河
川
工
事
な
ど
に
よ
り
、
沖
積
地

で
埋
蔵
文
化
財
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
分
の
多
い
土
地

か
ら
出
土
す
る
遺
物
に
は
、
木
製
品
の

よ
う
に
植
物
質
の
遺
物
が
ほ
ぼ
完
全
な

形
で
残
っ
て
い
る
。
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
記
録
保
存
の
た
め

の
発
掘
調
査
と
は
、
遺
跡
の
な
く
な
る

こ
と
を
意
味
し
、
現
状
の
保
存
を
優
先

す
る
文
化
財
保
護
の
立
場
か
ら
は
好
ま

し
い
方
法
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
だ
け
に
調
査
に
関
し
て
は
慎
重

が
期
さ
れ
、
必
要
以
上
と
も
見
え
る
、

注
意
深
く
根
気
の
い
る
作
業
が
続
け
ら

れ
る
わ
け
で
す
。
文
化
財
保
護
の
た
め

費
や
さ
れ
る
時
問
と
経
費
は
、
無
黙
な

も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
識
が
、
い

ま
だ
に
根
強
い
の
が
現
状
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
各
種
の
開
発
を
通

じ
て
行
わ
れ
る
発
掘
調
査
に
よ
り
、
こ

の
数
年
間
で
江
南
村
に
お
け
る
埋
蔵
文

化
財
の
存
在
価
値
は
、
急
激
に
注
目
さ

れ
て
く
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
文
化
財
保
護
法
第
三
条
に
い

う
「
我
国
の
歴
史
、
文
化
等
の
正
し
い

理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
あ
り
、
か
つ
将
来
の
文
化
の
向

上
、
発
展
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
」

と
い
う
文
化
財
の
考
え
を
、
郷
土
の
文

化
財
を
通
じ
て
改
め
て
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
「
民
族
の
文
化
と
ば
何

か
、
現
代
社
会
に
お
げ
る
文
化
と
は
何

か
」
と
い
う
問
い
に
も
な
っ
て
く
る
の

で
す
。
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら

仕
方
な
く
と
い
う
考
え
方
を
越
え
、
私

た
ち
一
人
一
人
が
郷
土
の
歴
史
、
文
化

財
に
誇
り
を
持
ち
”
大
切
に
し
て
い
こ

う
と
い
う
気
持
ち
”
を
共
に
分
つ
こ
と

に
よ
っ
て
、
文
化
財
の
保
護
活
動
に
あ

た
り
た
い
も
の
で
す
。
将
来
の
文
化
の

向
上
・
発
展
と
は
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ

か
ら
芽
生
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し

よ
う
か
。

　
教
育
委
員
会
で
も
、
発
掘
調
査
の
出

土
品
は
早
急
に
整
理
し
、
社
会
教
育
等

を
通
じ
て
一
般
に
公
開
し
、
活
用
す
る

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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■囎受付　　　　i5・名。2・歳以上の県民で、コミi難難難灘難饗難嚢
　9月・・日一22日（土曜午後・日iユニティ活動やボランティアを　i彗莚垂轟難灘懸i譲
　曜、祝日除く）　　　　　　　：　している方、または関心のある　1
※試験案内と願書は消防本部予防　：　方。　　　　　　　　　　　　　i”一一暉一一”…’一一一一一一”””””一””…：

　課にあります。　　　　　　　　：■申込方法　　　　　　　　　　　：子供会・自治会・各種サークルな　：
　　準備講習会　　　　　　　　　i　受講申込書に所定事項記入のう　iど団体で申し込んでください。　　i
■と　き　9月13・14日の2日間　i　え熊谷県民センターあて9月15　i，■申込先　　　　　　　　　　　　i
■ところ　深谷市立体育館　　　　：　日までに申込み。定員になり次　i　熊谷市役所7階・大里広域市町　i
■申　込　9月1日～10日（土曜　：　第締め切り　　　　　　　　　　1　村圏組合視聴覚センター　　　　：
　　　　午後、日曜除く）　　　i■問合先　　　　　　　　　　　　i　費23－1638　　　　　　　　　　i
■受講料　4，000円、他にテキスト　i　熊谷地方県民センター　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　　代　　　…費・485－23－28・・　　i灘蟹講灘麗麗麹i
■問合せ　消防本部予防課　　　　：　役場企画課　智36－1521　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　費22－4445　　　　　i　　　　　　．　、蜘　　、顯，＿　　1■と　き　8月23日（幻午前9時30　1

、鞭灘灘灘醤萎睡嘩…禦鰍、、．ろ編毒享婁．ターi
　　　　　　　　　　　　　i　江南村テニスクフブでは会員を　1■内　容　差別対遇、名誉侵害、　1
■採用予定人数　　　　　　　　　i募集しています。テニスをやって　i　　　　　不動産問題、その他生　i
　男子警察官一一一……・…・80人　iみたいと思っている方、どなたで　：　　　　　活上の困りごと　　　　：
　婦人警察官………・………・・20人　iもお気軽にご参加ください。　　　i■担当者　人権擁護委員・岡部正　i
　交通巡視貝一一……・…・…・25人　i　練習場所　役場テニスコート　　i　　　　　　次、法務局職員　　　　i

　警察事務職員（初級）……30人　：　練習日　毎日曜午前9時～　　i　　　　　　　　　　　　　　　　i
・試験時場所　　i練絡先役場・宅森知克までi羅握蟷購観覇誇雛…
　警察官、交通巡視員　　　　　　i　　　　　　　（費36－1521）　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　i
　1次………10月2一日（日）浦和実業　i　　　　－　　　　　　　　　　　i■と　き　　　　　　　　　　　　i
　　　　　学園高校　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　i、　9月26日（月）午後6時30分　　　　i
　2次………10月3日・4日・6　i　　　　　　　　　　　　　　　　i■ところ　　　　　　　　　　　　i
　　　　　日、7日のうち2日　i　　　　　　　　　　　　　　　　：　埼玉会館大ホール　　　　　　　1
　　　　　間、埼玉県警察学校　i　　　　　　　　　　、　　　　i■出　演　　　　　　　　　　　i
　警察事務職員　　　　　　　　　i　　　　　　　　　・　　　　　　i　東京交響楽団、指揮・矢崎彦太　i
　1次・・…一10月16日（日）埼玉県警　i　　　　　　　　・　　　　　　　i　郎、ピアノ・小山実稚恵　　　　i
　　　　　察学校　　　　　　　i　　　　　　　　’　　　　　　　　：■曲　目　　　　　　　　　　　　i
　2次・・一…10月28日・29日　　，i　　　　　　　’　　　　　　　i　チャイコフスキー：ピアノ協秦　i
■受付期間……8月1日～9月9　：　　　　　　　　　　　　　　　　i　曲第1番変ロ短調　　　　　　　i

　　難翻灘覇灘i大里広　聴覚センターでは、i・窩器）一17500円　i
　　　　　　　　　　　　　　：夏休み期間中「映画フィルム」「映　：　埼玉会館事業課智0488－29－24711
　三の講座は・堺内各地でコミユi写機」を貸し出します。　　i東響テレホンサービス　　1
ニァィやボランアィア活動をして　i　利用期間は3日から5日間程度、i　費03（362）6764　　　　　　　i

こ【目赤募金

445，540円

、
ノ

’
，
，
覧
葦
’訴
メ

　
五
月
に
赤
十
字
募
金
運
動
が
行
わ
れ
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
目
標
額
を

上
ま
わ
る
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
お

礼
を
申
し
上
げ
、
ご
報
告
し
ま
す
。

成
沢
三
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
新
田

須
賀
広
野
原

小
江
川

　
塩板
井

　
柴千
代

畜
産
試
験
場

療
養
所
合
計

　
八
七
、
一
二
〇
円

　
三
三
、
二
二
〇
円

　
二
二
、
八
六
〇
円

　
二
〇
、
九
〇
〇
円

　
一
四
、
九
六
〇
円

　
一
九
、
八
O
O
円

　
一
二
、
九
八
O
円

　
六
二
、
四
八
O
円

　
一
八
、
一
六
〇
円

　
二
三
、
七
六
〇
円

　
五
三
、
六
八
○
円

　
二
一
、
三
三
〇
円

　
三
三
、
六
五
〇
円

　
』
一
、
O
O
O
円

　
二
三
、
五
四
〇
円

　
　
一
、
一
〇
〇
円

　
三
、
O
O
O
円

四
四
五
、
五
四
〇
円

『
）
　
　
　
　
　
．
　
　
）
）
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撫県営住宅

入居者募集

付目

　
県
営
住
宅
へ
．
の
入
居
は
、
　
「
申
告
登

録
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
入
居
を
希
望
す
る
方
か
ら
申
告

を
し
て
も
ら
い
、
優
先
度
に
従
っ
て
登

録
を
行
い
、
順
次
入
居
し
て
い
た
だ
く

制
度
で
す
．

　
昭
和
5
5
～
5
7
年
度
に
登
録
を
し
た
方

は
、
今
回
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
登
録
内
容
（
新
築
か
ら
空

家
へ
、
空
家
か
ら
新
築
へ
、
種
別
、
希

望
地
）
を
変
更
す
る
方
は
再
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
次
の
①
～
④
を
す
べ
て
満
た

　
　
　
　
し
て
い
る
方
。

①
県
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
が
あ

ρ

○

　
る
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う

　
と
す
る
親
族
（
内
縁
関
係
及
び
婚
約

　
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が

　
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

④
最
近
の
一
年
澗
の
総
収
入
が
一
定

　
の
基
準
以
内
で
あ
る
こ
と
。

▼
申
込
用
紙
の
配
布

（単位円）A表（給与所得者1人の場合）

種　　　　　別

現に同居しようとする親族（本人を除く。）及び遠隔地扶養者数

0　人
（単身者） 1　人 2　人 3　人 4　人 5　人 6　人

善茗

慧
を
箋
義

第　　　2　　　種
　　　O
　　j
I，705，999

　　　　0
　　5
2，121，999

　　　　0
　　～
2，535，999

　　　　O
　　j
2，949，999

　　　　1
　　1
3，317，501

　　　　0
　　1
3，680，001

　　　　0
　　5
4，042，501

第　　　1　　種
1，706，000

　　5
2，631，999

2，122，000

　　5
3，040，001

2，536，000

　　～
3，402，501

2，950，000

　　5
3，765，001

3β17，502

　　1
4，127，501

3，680，002

　　1
4，490，001

4，042，502

　　～
4，852，501

特別県営住宅
（上尾シラコバト団地）

3，040，002

　　5
3，595，001

3，765，002

　　5
4，320，001

3，765，002

　　5
4，320，001

4，127，502

　　5
4，682，501

4，490，002

　　」
5，407，501

4，852，502

　　～
5，407，501

　
　
7
月
2
5
日
㈲
～
9
月
2
2
日
爾
の
期

　
間
に
江
南
村
役
場
建
設
課
、
熊
谷
土

　
木
事
務
所
、
県
民
セ
ン
タ
ー
等
で
配

　
布
▼
受
付
期
間
と
場
所

　
　
9
月
1
日
㈲
～
9
月
9
日
㈹
、
午

　
前
十
時
ー
午
後
三
時
の
間
に
江
南
村

役
場
建
設
課
で
受
付

（単位　円）B表（事業所得者1人の場合）

種　　　　　別

現に同居しようとする親族（本人を除く。）及ぴ遠隔地扶養者数

0　人
（単身者） 1　人 2　人 3　人 4　人 5　人 6　人

善薯

慧醤

狸特

第　　　2　　　種
　　　0
　　5
1，044，000

　　　0
　　～
1，334，000

　　　0
　　l
l，624，000

　　　0
　　5
1，194，000

　　　0
　　～
2，204．，000

　　　0
　　5
2，494，000

　　　0
　　1
2，784，000

第　　　1　　種
1，044，001

　　5
1，692，000

1，334，001

　　5
1，982，000

1，624，001

　　5
2，272，000

2，204，001

　　～
2，562，000

2，204，001

　　5
2，852，000

2，494，00i

　　5
3，142，000

2，784，001

　　5
3，432，000

特別県営住宅
（上尾シラコバト団地）

1，982，001

　　～
2，426，000

2，272，000

　　5
2，716，000

2，562，001

　　5
3，006，000

2，852，001

　　5
3，296，000

3，142，001

5
3
， 586，000

3，432，001

　　～
3，876，000

（児童手当の

ρあらまし

　
児
童
手
当

▽
受
給
資
格

　
　
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で

　
次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人
。

①
＋
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養

　
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
以

　
上
が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
。

②
そ
の
人
の
前
年
の
取
入
が
一
定
の
額

　
に
満
た
な
い
こ
と
。

▽
支
給
額

　
　
三
人
目
以
降
の
義
務
教
育
終
了
前

　
の
児
童
一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円
。

　
（
市
町
村
民
税
所
得
割
の
額
が
な
い

　
受
給
者
…
…
六
人
世
帯
の
場
合
5
7
年

　
の
収
入
が
お
お
む
ね
二
六
五
・
七
万

　
円
以
下
の
方
…
…
七
千
円
）
。

　
特
例
給
付

▽
受
給
資
格

　
　
児
童
手
当
の
受
給
資
格
②
の
条
件

　
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
た
め
、
児
童
手

　
当
を
受
け
ら
れ
な
い
被
用
者
（
厚
生

　
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
人
）
ま
た

　
は
公
務
員
・
公
共
企
業
体
職
員
に
つ

　
い
て
は
、
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
が

　
一
定
の
額
（
例
え
ば
六
人
世
帯
の
場

　
合
五
七
〇
万
円
）
に
満
た
な
い
と
き
。

▽
支
給
額

　
　
児
童
手
当
の
場
合
ど
同
じ
。

　
こ
れ
か
ら
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
？

　
こ
れ
か
ら
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）

の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
や
、

す
で
に
手
当
を
受
け
て
い
て
も
、
他
市

町
村
へ
住
所
を
変
え
た
場
合
に
は
、
す

ぐ
に
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
認
定
請

求
書
を
市
役
所
、
町
村
役
場
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
限
度
額
を
引
き
上
げ

　
児
童
手
当
及
び
特
例
給
付
の
所
得
限

度
額
が
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎　牛寺　f列　糸合　イ寸◎児童手当
扶養親族

等の数
所得べ一ス 収入べ一ス

人 万円 万円

0 266 388．75

1 295 425．O

2 324 461．25・・

3 353 497．5

4 382 533．75

5 411 570．0

6 440 605，556

7 469 637，778

8 498 670．0

扶養親族

等の数
所得べ一ス 収入べ一ス

人 万円 万円

0 123．5 191．0

1 152．5 239．4

2 181．5 280．8

3 210．5 319，375

4 239．5 355，625

5 268．5 391，875

6 297．5 428，125

7 326．5 464，375

8 355．5 500，625
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と
ま
ど
い
の
参
院
選

　
　
　
低
投
票
率
（
四
七
・
九
〇
％
）
に
田
植
え
の
影
響
？

　
参
議
院
選
挙
は
六
月
二
十
六
日
投
票

二
十
七
日
開
票
と
い
う
日
程
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
候
補
者
個
人
に
投

票
す
る
の
で
な
く
、
政
党
に
投
票
す
る

と
い
う
比
例
代
表
尉
が
、
旧
全
国
区
に

採
り
入
れ
ら
れ
た
初
の
選
挙
と
し
て
、

注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
田

植
え
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

有
権
者
の
方
々
の
出
足
は
、
今
ひ
と
つ

で
し
た
。

ま
た
投
票
所
で
は
、
こ
の
新
制
度
に

比例代表選挙

得票数

　　　　6

　　　191

　　　　12

　　　　81

　　　142

　　　487

　　　　　4

　　　　　6

　　　250

　　　　　7

　　　　　7

　　　477

　1，155

　　　　22

　　　201

　　　　　0

　　　122

　　　　　0

党派（略称）

自　党　ク
新自由クラブ民主連合

勝　手． 連

二院クラブ
サラリーマン党

明
本
和
党
民
育
党
党
派
社

公
日

産

会
民
党

平
共
雑
教
社
自
無
民
浄　 霊　 会

福　　　　祉
日本世直し党

有効　3，170　無効　71

繰
り
上
げ
請
求
は

生
涯
減
額
さ
れ
た
年
金
に

　
年
金
を
受
け
る
要
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば
、
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算

老
齢
年
金
は
、
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳

の
間
、
希
望
す
れ
ば
繰
上
げ
て
受
給
で

き
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
年
金
額
は
、
六
十
五
歳

か
ら
受
け
る
額
に
く
ら
べ
、
四
二
％
か

ら
一
一
％
が
年
齢
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
繰
上
げ
支
給
を
受
け
る

と
、
そ
の
後
取
り
消
し
は
で
き
な
い
の

で
、
生
涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
と
き
は
、
よ

く
お
考
え
の
う
え
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
福
祉
年
金
の
証
書
を

　
　
　
お
返
し
く
だ
さ
い

　
福
祉
年
金
の
受
給
者
の
皆
さ
ん
、
八

　
　
　
　
）
○

埼
玉
県
選
出
議
員
選
挙

得票数

　　　251

　　　　38

　　　571

　　　943

　　　　57

1，272

　氏　 名

ふじの　泰弘

石川八郎
ただまつ祐治

森田重郎
鈴木厚利
つちや義彦

有効　3，132無効　109

と
ま
ど
う
有
権
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。　
比
例
代
表
選
挙
の
記
載
台
に
向
か
い
、

十
八
あ
る
政
党
等
の
名
を
見
て
ジ
ッ
と

考
え
こ
む
人
、
用
紙
交
付
係
に
投
票
方

法
を
何
度
も
聞
く
、
お
年
寄
り
等
々
。

　
開
票
は
二
十
七
日
午
前
八
時
か
ら
、

役
場
二
階
会
議
室
で
行
わ
れ
、
午
前
十

一
時
十
分
に
終
了
し
ま
し
た
。
候
補
者

等
の
得
票
数
は
表
の
と
お
り
で
す
。

月
期
支
払
分
を
受
け
た
ら
、
市
町
村
役

場
の
国
民
年
金
係
に
証
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
は
今
年
の
八
月
か
ら
一
年
間
、

年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
審
査

し
て
、
支
給
額
を
証
書
に
記
入
す
る
た

め
の
も
の
で
す
．

　
ま
た
、
証
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

と
き
、
　
”
定
時
申
立
書
”
も
い
っ
し
ょ

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
豪

お
誕
生
お
め
で
と
う

（
三
月
中
届
出
）

成
　
沢

　
関
口
　
知
芳
　
二
女
（
秀
　
晴
）

　
窪
川
真
由
美
　
二
女
（
広
　
美
）

押
　
切

　
市
川
　
真
希
　
長
女
（
松
　
夫
）

　
持
田
真
理
子
　
長
女
（
晴
　
夫
）

須
賀
広

　
島
田
　
佳
苗
　
長
女
（
守
　
）

小
江
川

　
浅
見
　
春
菜
　
長
女
（
好
　
文
）

板
井

　
倉
野
翼

千
代

　
小
久
保
幸
子

（
五
月
中
届
出
）

三
　
本

　
上
杉
享

　
中
野
　
洋
亮

　
岸
利
彦

上
新
田

　
大
久
保
真
美

成
　
沢

　
中
島
嘉
男

御
正
新
田

　
水
野
　
俊
亮

　
橋
本
光
司

　
中
山
　
智
子

小
江
川

　
渡
辺
文
昭

』
》
）

二
男
（
明
　
）

二
女
（
政
　
雄
）

二
男
（
保
　
）

長
男
（
省
作
）

長
男
（
正
　
弘
）

二
女
（
明
　
）

長
男
（
照
夫
）

長
男
（
孝
夫
）

長
男
（
勝
美
）

長
女
（
晶
博
）

二
男
（
政
美
）

（
カ
ッ
コ
内
保
護
者
・
敬
称
略
）

　
杉
田
　
恵
　
　
二
女
（
一
　
男
）

板
井

　
吉
野
　
憲
英
　
二
男
（
金
　
造
）

千
代

　
渡
部
　
益
恵
　
長
女
（
　
浩
　
）

　
関
口
愉
紀
乃
　
長
女
（
千
　
秋
）

柴　
旭
麻
里
　
　
二
女
（
英
　
雄
）

塩　
中
島
　
幸
彦
長
男
（
正
　
己
）

（
六
月
中
届
出
）

上
新
田

　
新
井
美
菜
子
　
二
女
（
正
　
則
）

成
沢

　
松
葉
　
直
也
　
二
男
（
昇
　
）

押
切

　
持
田
　
香
織
　
二
女
（
万
　
二
）

樋
春

　
坂
田
　
美
和
　
長
女
（
俊
　
郎
）

御
正
新
田

　
川
手
　
浩
司
　
二
男
（
二
　
三
）

　
関
根
健
太
二
男
（
真
）

　
伊
舟
城

香
　
長
女
（
英
　
章
）

小
江
川

　
野
口
　
知
子
　
二
女
（
博
　
司
）

　
三
角
　
千
佳
　
長
女
（
祐
　
輔
）

千
代

　
本
木
　
安
奈
　
長
女
（
　
泰
　
）

塩　
川
島
　
卓
也
　
長
男
（
一
　
夫
）

　
小
林
進
一
　
長
男
（
公
夫
）

　
新
井
　
享
　
　
長
男
（
喜
代
誌
）




